
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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放課後子ども教室推進事業

部局名

・小学校の空き教室…宿題、漢字・計算ドリル、プリント学習、読書、工作、英会話学習等
・屋外での学習…三浦野性の森、横山頭山荘等での野外体験活動（キャンプ、凧作り、秘密基地作り、竹を使っ
た道具作り等）
・地域体験学習…松原宿寺子屋塾での学習（書道、折り紙、茶道、郷土史学習、昔遊び、自然観察、調理体験
等）
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子育てと仕事の両立
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担当者名

款

放課後子ども教室推進事業

子どもたちの安心・安全で豊かな放課後及び週末の活動場所を提供し、教育活動推進員（学習アドバイザー）等
の地域のスタッフの指導を受けながら、学習活動を行うとともに様々な体験活動や交流活動等を実施し子どもたち
の健全な育成を図る。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

　担当課の提案のとおり、事業の拡充を認める。

高い やや高い

対象

【コスト】

【負担割合】

謝金や消耗品等、放課後子ども教室運営のための最低限の経費を計上しており、これ以上の削減は困難である。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

平成27年度も引き続き退職校長会など地域のマンパワーを活用し、放課後の空き教室等で宿題・読
書、昔遊びや工作などを取り入れた子ども教室を5校開催した。また、地域密着型の1教室、野外体験型
の教室を1教室開催した。参加した子どもたちも楽しんで活動でき、保護者からの評価もよかった。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　子供たちの安心、安全な居場所づくりと、平成３２年度からの小・中・高等学校を通じた英語教育の充実・強化を進める国
の取り組みに向け、小学生（３年生以上）を対象にした英語学習を行う週末の教室を開設する。日程は、５月から９月まで
の前期、11月から3月までの後期、月１回（土曜日または日曜日）、１回あたり２時間程度、募集児童数は２０～３０人、指導
者はＡＬＴ６人程度を考えている。
　活動の内容は、日常の英会話、自国の料理・遊び・スポーツ・音楽、絵本の読み聞かせ、劇や歌などの表現活動を考え
ている。（前後期共通）

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

小学校における英語の教科化に目を向けた教室であり、英語に楽しく触れることで子どもたちの苦手意
識を取り除くことができる。市民のニーズも高いと考える。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

削減の余地あり 該当なし

拡充
１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

拡充

終期設定

今後の方向性

野外体験学習では、日常では経験できない活動が行われ、学校の余裕教室等を使った教室では、元教職員等がスタッフという
こともあり、有意義な学習の指導が行われている。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

事業実施に伴い、放課後等の子どもたちの居場所が確保されるとともに、家庭や地域等との連携のもと、様々な体験活動や交
流活動、また学習活動の機会を通して児童の健全育成が図られるので、施策効果は高い。

やや低い

高い やや高い

該当なし

国・県からの補助金の動向及びスタッフの高齢化に伴う新たなスタッフの確保が課題である。また、放課
後児童クラブとの関わり方について今後検討が必要となってくる。

高い やや高い 低い

低い

該当なし

市内全域が事業対象となっていることから、積極的に関わっていく必要がある。

該当なし

低い

子どもたちの安全・安心な居場所づくり（特に学校施設を利用したもの）について、地域・家庭の教育力が低下している現状で行
政に求められているものが大きく、必要性は高い。

低い

該当なし

No.2


